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令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
当
協
会

の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を

賜
わ
り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
は

あ
り
ま
す
が
感
染
拡
大
前
の
社
会
経
済
活
動
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
に
よ
る
資
機
材

価
格
の
高
騰
・
品
薄
等
に
よ
り
、
企
業
経
営
に
深
刻
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
に
お
い
て
、
災
害
復
旧
、
防
災
・
減
災
や
国
土
強
靭

化
の
推
進
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
な
ど
の
公
共
事

業
関
係
費
が
確
保
さ
れ
、
工
事
設
計
労
務
単
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
資
材
価
格
高
騰
に
伴
う
ス
ラ
イ
ド
条
項

の
活
用
推
進
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
災
害
関
係
で
は
、
昨
年
６
月
の
台
風
２
号
に
伴
う

大
雨
被
害
な
ど
、
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
の
頻
発
・
激
甚
化

は
確
実
に
進
ん
で
お
り
、
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
６
月
に
国

土
強
靭
化
基
本
法
を
改
正
し
、
実
施
中
期
計
画
策
定
を
法
制

化
し
ま
し
た
。
地
域
の
建
設
業
は
、
こ
の
対
策
の
担
い
手
と

し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
生
活
と
経
済
活
動
の
基
盤
と

な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
の
ほ
か
、
災
害
時
に
は

そ
の
最
前
線
で
活
動
す
る「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
、
大
き

な
社
会
的
責
任
と
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
地
域
建
設
業
が
将
来
に
わ
た
り
、
こ
う
し
た
責
任

と
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
で
安
定
し
た
経

営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
、
安
定
的
・
持
続
的
な
事
業
量

の
確
保
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
今
年

４
月
に
全
面
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規

制
に
対
応
す
る
た
め
の
週
休
二
日
の
促
進
等
に
よ
り
建
設
業

の
魅
力
を
高
め
、
中
・
長
期
的
な
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

建
設
業
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
若
手
入
職
者
の
減
少
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
が

生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
で
あ
り
、

地
方
創
生
の
主
体
で
も
あ
る
地
域
建
設
業
が
、「
新
し
い
地
域

の
創
り
手
」と
し
て
、
人
々
が
豊
か
で
持
続
可
能
な
生
活
を
営

む
た
め
に
必
要
な
、
新
し
い
視
点
で
の
社
会
基
盤
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
も
務
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
の
促
進
」「
建
設
現
場
の
生
産
性
の

向
上
」「
持
続
可
能
な
事
業
環
境
の
確
保
」を
一
層
推
進
す
る
た

め
に
も
、
会
員
企
業
や
行
政
・
関
係
団
体
の
皆
様
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
つ
つ
、
何
よ
り
も
、
良
質
な
建
設
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
夢
」「
希
望
」「
誇
り
」「
カ
ッ
コ

い
い
」魅
力
あ
る
地
域
建
設
業
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
企
業
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
会
長

　
　
　
　
朝
倉
　
純
夫 令

和
６
年

謹
賀
新
年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
も
、
協
会
の
事
業
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
５
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
分
類
が
２
類
か

ら
５
類
に
変
更
さ
れ
て
以
降
、
観
光
地
や
イ
ベン
ト
等
への
人
出
は
大
き

く
回
復
し
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
コ
ロ
ナ
前
を
上

回
る
人
出
と
な
っ
た
場
所
も
出
る
な
ど
、
明
る
い
動
き
が
出
た一年
と
な

り
ま
し
た
。

　
一方
、
近
年
続
い
て
い
る
異
常
気
象
に
つい
て
は
、
昨
年
は
38
度
を
超
え

る
危
険
な
暑
さ
が
続
く
夏
と
い
う
形
で
発
生
し
、
全
国
で
記
録
的
な
猛

暑
と
な
り
各
地
で
『
熱
中
症
』
で
倒
れ
る
方
が
続
出
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
気
象
庁
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
夏
の
気
温
は
平
年
比
で
１
・
76

度
も
高
く
、
統
計
を
取
り
始
め
た
125
年
間
で
最
も
暑
い
夏
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

国
際
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
加
え
、
10

月
に
は
中
東
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
武
装
集
団
ハマ
ス
と
の
戦
闘
激
化
に

よ
り
多
く
の
子
供
を
含
む
民
間
人
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
周
辺
国
を

含
む
緊
張
が
高
ま
り
先
の
見
通
せ
な
い
不
安
定
な
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　

国
内
経
済
に
目
を
向
け
れ
ば
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
円
安
を
主
因

と
す
る
物
価
上
昇
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
長
く
続
い
た
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
と
経
済
の
循
環
サ
イ
ク
ル
の
正
常
化
を
確
実
な
も
の
と
す
る
と

し
て
、
政
府
主
導
の
も
と
経
済
界
への
賃
上
げ
圧
力
が
強
ま
って
い
ま
す
。

　

私
た
ち
建
設
業
界
は
、
先
ず
は
工
事
現
場
の
安
全
確
保
を
最
優
先
事

項
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
常
態
化
し
た
異
常
気
象
が
も

た
ら
す
災
害
復
旧
への
迅
速
な
対
応
に
よ
り
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
加
え

て
働
き
方
改
革
及
び
適
正
な
賃
上
げ
を
実
現
し
て
、
建
設
業
従
事
者
の

確
保
な
ら
び
に
育
成
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
課
題
は

山
積
し
進
む
道
は
大
変
に
厳
し
く
険
し
い
も
の
で
す
が
、
協
会
運
営
を

通
し
て
諸
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
皆

様
方
の一層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
に
な
り
ま
す
事
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
一
昨
年
の
台
風
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
壊
等
の
災
害
復
旧
工
事
に
よ
り
応
急
対
策
や
悪
条
件
に

も
拘
ら
ず
尽
力
さ
れ
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
化
」
に
伴
い
、
や
っ
と

飲
食
観
光
業
界
に
も
光
明
が
射
し
日
本
経
済
の
復
活
が
期
待
さ
れ
ま

し
た
が
、
有
名
な
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
同
じ
く
３
年
間
は
苦
し
む

事
と
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
ね
。「
喉

元
過
ぎ
れ
ば
・
・
・
」
で
は
な
く
、
周
期
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備

え
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、「
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
」
と
申
し
ま
し
た
が
、
世
界
情

勢
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
長
引
く
中
、
今
度
は
パ
レ
ス

チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
紛
争
が
勃
発
し
、
そ
の
飛
び
火
は
拡
大
し

つ
つ
あ
り
、
日
本
も
中
東
へ
の
石
油
依
存
や
尖
閣
諸
島
及
び
北
方
領

土
問
題
を
と
っ
て
も
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
混
沌
と
し
た
世
の
中
で
、
円
安
・

資
材
高
騰
、職
人
・
監
督
不
足
や
外
国
人
労
働
者
対
策
、働
き
方
改
革
・

労
働
生
産
性
向
上
へ
の
対
応
等
々
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
は

山
積
み
で
す
。
そ
の
う
え
、
増
税
や
閣
僚
の
不
祥
事
等
に
よ
る
支
持

率
低
迷
の
自
民
党
で
す
が
、
日
本
国
の
独
立
を
守
り
「
国
土
強
靭
化
」

を
掲
げ
る
現
与
党
を
支
持
・
支
援
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
協

会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
充
実
し
た
良
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
の
協
会
運
営
、
事

業
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5

類
に
移
行
し
、
２
０
２
０
年
の
流
行
か
ら
3
年
余
り
続
い
た
感
染
症

対
策
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
依
然
と
し
て
終
わ
り
が
見
え
ず
、
ま
た
、
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
で
も
紛
争
が
激
化
す
る
な
ど
、
世
界
情
勢
は

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
建
材
の
不
足
や
価

格
高
騰
に
拍
車
を
か
け
、
日
本
の
建
設
業
界
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
度
は
、
日
本
全
国
で
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
中
で
も
、
静
岡
県
内
で
発
生
し
た
国
道
１
号
清
水

立
体
の
橋
桁
落
下
事
故
は
全
国
的
に
大
き
く
報
道
さ
れ
、
建
設
業
界

の
安
全
管
理
体
制
が
業
界
内
外
で
問
題
視
さ
れ
る
事
案
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
は
働
き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
上

限
に
つ
い
て
、
一
般
則
の
適
用
開
始
が
控
え
て
い
ま
す
。
労
働
時
間

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施
は
急
務
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
安

全
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
業
界
全
体
が
一
層

の
危
機
感
を
持
ち
、
安
全
な
現
場
環
境
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
近
年
被
害
が
甚
大
化
す
る
自
然

災
害
へ
の
応
急
対
応
な
ど
、
建
設
業
界
は
社
会
で
大
変
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
社
会
を
下
支
え
す
る
建
設
業
従
事
者
の

安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
化
・
人
材
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
か
で
課
題
と
な
る
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業
界

づ
く
り
に
向
け
て
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
協
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

山
田
　
壽
久

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

鈴
木
　
　
徹

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

梶
山
　
基
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和4年度二級河川朝比奈川国土強靭化対策（総
合流域防災）工事（河床掘削工）

工事箇所	 藤枝市高田地先
工　　期	 令和5年3月29日～令和5年6月30日
施 工 者	 フルカワクリエイト株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 上田　幸太郎	
工事概要	 施工延長	 300m
	 掘削（ICT）	 1,400㎥
	 残土処理	 1,370㎥
	

令和4年度二級河川朝比奈川国土強靭化対策（総合流域防災）工事（河床掘削工）【フルカワクリエイト株式会社】

着手前

工事のポイント

　本工事では、起工測量、	３次元設計デー
タ作成、ICT建機での施工、ICT施工管理、
３次元データ納品までの工程を自社の設備
とソフトを用いて実施した。特にICT建機
は２台同時に使用し、点群データ作成は、
自社レーザースキャナを用いて行った。

作業状況

工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和4年度一級河川相賀谷川4年災害復旧工事4年
査第240号（護岸工）

工事箇所	 島田市相賀3地内
工　　期	 令和5年1月9日～令和5年7月31日
施 工 者	 株式会社	グロージオ
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 望月　勝王
工事概要	 施工延長（右岸）	 66ｍ
	 ブロック張工	 660㎡	

天端工	 71ｍ
	 基礎工（岩着タイプ）	 59ｍ
	 小口止工（1）	 1箇所
	 仮設工	 1式

令和4年度一級河川相賀谷川4年災害復旧工事4年査第240号（護岸工）【株式会社 グロージオ】

工事のポイント

　この現場は、令和４年９月の台風
15号により被災した河川内護岸構造
物を復旧する工事でした。河幅が狭く、
護岸の基礎高が深くなるために、掛樋
を79ｍ設置し、水を切りまわしなが
ら施工する工事でした。

着手前

工事施工箇所

作業状況
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◦  工事概要  ◦

工 事 名	 令和4年度　相良須々木海岸津波対策緊急工事
（防潮堤工その1）

工事箇所	 牧之原市地頭方地先	
工　　期	 令和4年9月21日～令和5年5月29日
施 工 者	 共和建設株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所	
現場代理人	 小林　康夫	
工事概要	 施工延長	 L=39m
	 擁壁工（H=13m）	 L=39m
	 コンクリート	 V=2,565㎥
	 盛土工	 V=130㎥

令和4年度　相良須々木海岸津波対策緊急工事（防潮堤工その1）【共和建設株式会社】

着手前

工事のポイント

　この波返しの型枠は、残存型枠を使用しての施
工で、特に躯体上部波返し部分の施工には、徐々
にカーブを作って行くため大変苦労しました。
　また、作業の殆どが高所作業となるため足場ブ
ラッケットの設置位置やコンクリートの打ち継ぎ
目をどの位置に配置するか苦慮しました。

作業状況

完成
工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和3年度（国）362号橋梁改築工事（富士城11
号橋･A1橋台工）

工事箇所	 榛原郡川根本町	富士城地内
工　　期	 令和3年7月8日～令和4年11月30日
施 工 者	 株式会社	神田組
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 清水　久貴
工事概要	 橋台工	 1基
	 深礎工	 4本
	 土留工	 1式
	 橋台取合工(補強土壁)	 14ｍ

令和3年度 （国）362号橋梁改築工事（富士城11号橋･A1橋台工） 【株式会社 神田組】

工事のポイント

　国道362号線の現道の富士城区間が狭く急峻な
為、富士城バイパスを作る工事です。工事中は近
隣関係業者（橋脚施工業者）との調整を密に行い
無事完成することが出来ました。

着手前

工事施工箇所

作業状況
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協
会
員
有
志
に
よ
る
視
察
研
修
を

実
施

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
広
く
協
会
の
会
員
に
参

加
を
呼
び
掛
け
、
７
月
28
日
（
金
）

か
ら
30
日
（
日
）
ま
で
の
２
泊
３
日

で
北
海
道
方
面
へ
の
視
察
研
修
を

14
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
札
幌
丘
珠
空

港
ま
で
飛
び
、
バ
ス
に
乗
車
。
札

幌
市
内
の
「
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」

に
て
『
特
上
ラ
ム
肉
食
べ
比
べ
』
の

昼
食
後
、
昨
年
３
月
に
開
場
し
た

ば
か
り
の
北
広
島
市
に
あ
る
「
北
海

道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ	

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

Ｇ
Ｅ
」
内
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
『
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
』
で
の
オ
リ
ッ
ク
ス
戦
を
観
戦
し

ま
し
た
。
ビ
ー
ル
片
手
に
北
海
道
グ

ル
メ
を
食
べ
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー

ル
の
き
つ
ね
ダ
ン
ス
を
見
な
が
ら

の
観
戦
は
最
高
で
し
た
。
こ
の
日
の

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
勝
利
し
ま
し
た

が
、
我
々
は
帰
り
の
渋
滞
も
考
慮

し
、
７
回
裏
に
球
場
か
ら
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
へ
と
帰
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
２
０
２
０
年
に
開
業

し
た
白
老
町
の
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
・

創
造
拠
点
で
あ
る
『
ウ
ポ
ポ
イ
（
民

族
共
生
象
徴
空
間
）』
で
ア
イ
ヌ
文

化
に
触
れ
、
２
０
０
８
年
に
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
た
『
ザ
・
ウ
ィ
ン

ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
』
か
ら
洞
爺
湖
の

絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の
中
華
料

理
の
昼
食
後
、
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト

や
中
山
峠
を
経
由
し
て
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
へ
と
戻
り
ま
し
た
。
札

幌
市
内
の
『
狸
小
路
商
店
街
』
な
ど

で
お
買
い
物
を
し
た
後
、
ホ
テ
ル
に

ほ
ど
近
い
『
忘
梅
亭
』
で
宴
を
開
き
、

札
幌
の
夜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
余
市
町
の
『
余
市
ワ

イ
ナ
リ
ー
』
を
巡
り
ワ
イ
ン
を
試

飲
、
小
樽
市
内
に
移
動
し
て
、
お

土
産
を
購
入
し
た
後
、
昼
食
は
『
お

た
る
蝦
夷
屋
』
で
海
鮮
丼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
札
幌
市
内
の

『
白
い
恋
人
パ
ー
ク
』
で
時
間
調
整

を
し
、
札
幌
丘
珠
空
港
か
ら
Ｆ
Ｄ
Ａ

で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
協
会
員

の
皆
様
に
は
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

視 察 研 修 旅 行視 察 研 修 旅 行
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広
報
委
員
会
で
は
、11
月
10
日
（
金
）

か
ら
11
月
11
日
（
土
）
ま
で
の
１
泊
２

日
の
日
程
で
視
察
研
修
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。
鈴
木
副
会
長
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
総
勢
13
名
で
石
川
県
金
沢
市
に

向
か
い
ま
し
た
。
初
日
は
途
中
で
滋
賀

県
長
浜
市
の
黒
壁
ス
ク
エ
ア
を
訪
れ
、

歴
史
的
な
建
物
や
風
情
あ
る
街
並
み
を

散
策
し
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九

谷
焼
の
窯
元
で
は
、
魅
力
的
な
色
鮮
や

か
な
上
絵
付
け
の
陶
磁
器
を
数
多
く
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目

は
金
沢
市
内
を
観
光
し
、
21
世
紀
美
術

館
を
訪
れ
て
世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
ト

作
品
に
触
れ
、
そ
の
後
は
近
江
町
市
場

で
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
試
し
、
美
味

し
い
海
鮮
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
市

場
の
中
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
と
そ
の
活
気
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
金
沢
ひ
が
し
茶
屋
街
を
散
策

し
、
伝
統
的
な
茶
屋
文
化
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
て
、
皆
様
と
も
ど
も

無
事
に
帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
委
員
会
の

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
　
㈱
山
田
組
　
　
横
井
秀
明

　
　
　
　
　
大
石
建
設
㈱
　
大
石
健
仁

視 察 研 修 旅 行視 察 研 修 旅 行
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藤枝大祭り藤枝大祭りが行われました

10月６日～８日

　３年に一度（寅・巳・申・亥年）の藤枝大祭りは、令和４年寅年の開催が新型コロナ感染拡大により
延期され令和５年10月に行われました。今回の大祭りでは、ＧＰＳを利用した屋台位置情報サービス
や屋台の屋根に設置したＷＥＢカメラでのライブ配信など新たな試みも行われました。

資料提供：藤枝大祭連合会

　藤枝大祭りは、江戸時代、田中城の鬼門を守る青山八幡宮の大祭の神輿行列に、藤枝宿の屋台が付従ったのが始
まりと伝えられています。東海道を通して江戸文化の影響を受けながら宿場の祭りとして発展してきました。明治
になり、藤枝宿の総社飽波神社（延喜式内社）大祭に屋台の曳き廻しが移行され、現在では「藤枝大祭り」と呼び、
14区の子供連から大老まで多くの参加者が屋台を曳き、地踊りを披露する藤枝を代表する祭りとなっています。

藤枝大祭りについて

　太く長い梃子棒を屋台の前面に取り付け、屋根方と梃子係りが息を合わせて屋台を操作する方法は、東海道では
藤枝大祭りが唯一と云われています。辻々での勇壮な屋台廻しや屋台どうしの曳違い、また、路地での梃子棒によ
る微妙な屋台操作が見ものです。

東海道唯一の屋台廻し・梃子棒の操作

　明治から大正にかけて長唄で一世を風靡した藤枝左車出身の「六世	芳村伊十郎」を迎え、現在のような長唄に
よる地踊り披露という大祭りの形態が整えられました。藤枝大祭りでは、どこの地区も必ず数曲の長唄による地踊
りを披露でき、各屋台に乗る長唄･三味線･囃子方の一流奏者のフルメンバーの伴奏で大勢の老若男女による長唄地
踊りの形態の祭礼は、藤枝大祭りが規模と質において日本一です。長唄地踊りは、「飽波神社大祭の奉納踊り」と
して藤枝市無形民俗文化財に指定され、日本遺産“駿州の旅”の構成文化財にもなっています。

日本一の長唄地踊り
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ルミスタ☆ふじえだ
～ファンタジックイルミネーション2023～

Fujied
a

点灯期間　令和６年３月11日㈪まで
点灯時間　午後５時～午後10時
　　　　　※２月以降は午後６時～午後10時
場　　所　JR藤枝駅北口広場・南口広場、
　　　　　駅南通り

写真提供：島田市

写真提供：焼津市

写真提供：藤枝市

写真提供：NPOまちづくり川根の会

写真提供：㈱まちづくり藤枝

ライトアップ・イルミネーション

～ボニート・ノクターン～

Y
ai

zu点灯期間　令和６年１月31日㈬まで
点灯時間　午後５時～午後９時
場　　所　JR焼津駅南口駅前広場

蓮華寺池公園
花回廊イルミネーション
花の回廊・光の遊歩道

Fujieda

点灯期間　令和６年２月29日㈭まで
点灯時間　午後５時～午後８時半
場　　所　蓮華寺池公園

天王山冬まつり

天王山イルミネーション

Shim
ad

a

点灯期間　令和６年２月14日㈬まで
点灯時間　午後５時～午後９時
場　　所　島田市川根町天王山公園
　　　　　野守の池

島田駅前
パークイルミネーション

Sh
im

ad
a点灯期間　令和６年１月31日㈬まで

点灯時間　午後５時～午後10時
場　　所　島田駅北口広場
　　　　　島田停車場線
　　　　　（駅前中央通り歩道）
　　　　　駅前緑地（サンカク公園）

イルミネーションを観にいこう！
Let's go to watch illuminations



11広報誌創るVol.167

めぐり

　

今
回
ご
紹
介
す
る
お
店
は
、「
創
る
」
１
６

１
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
「
勝
草
橋
」
の
近

く
に
あ
る
「
日
本
料
理　

志し

太だ

豊と
よ

」
さ
ん
で
す
。

　

志
太
豊
さ
ん
は
、
厳
選
さ
れ
た
旬
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
上
品
で
繊
細
な
味
が
自
慢

の
料
理
と
、
そ
れ
を
盛
り
付
け
る
器
に
ま
で
こ

だ
わ
っ
た
日
本
料
理
の
店
で
す
。
店
内
は
和
の

情
緒
た
っ
ぷ
り
の
個
室
や
、
大
小
ご
宴
会
に
最

適
の
お
部
屋
を
ご
用
意
で
き
ま
す
。
店
内
の
大

き
な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
眺
め
る
瀬
戸
川
沿
い
の
景

色
を
一
望
で
き
、
春
夏
秋
冬
ど
の
季
節
で
も
楽

し
め
る
お
料
理
と
お
も
て
な
し
で
、
お
客
様
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
赤
坂
・
六
本
木
の
料
亭
で
修
行
を
積
ん

だ
店
主
が
作
る
四
季
折
々
の
会
席
料
理
を
是
非

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日本料理　志太豊日本料理　志太豊

381

215
32

勝草橋公園

志太消防本部
藤枝消防署

しずおか焼津信用金庫
藤枝上支店

藤枝市役所瀬戸川

千歳

蓮華寺池公園
MAP

No.07　日本料理　志太豊

店 舗 名 　日本料理　志太豊
営業時間　11：30～ 14：00、17：00～ 21：00
　　　　　（完全予約制）
定 休 日　毎週月曜日（相談可）
住　　所　藤枝市志太4丁目3-18（藤枝駅から1,753m）

（藤枝駅北口を出て真直ぐ北へ直進。右手
の静岡信用金庫を過ぎ300m先の右手。勝
草橋の手前。徒歩25分）静鉄バス利用は「勝
草橋」下車

電話番号　054-641-0907
駐 車 場　15台完備
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イベントの実施・日時・会場については主催者または天候により変
更する場合があります。事前に必ずご確認のうえ、お出かけください。イベントカレンダー

千葉山智満寺鬼払い 島田市

天台宗の古刹である智満寺で行われてい
る正月恒例の行事。正月１日から７日ま

での法要行事「修正会」（寺院で正月元日から
７日間国家の隆盛を祈る法会）を締めくくるもの
で、赤・青・白の３匹の鬼を退治することによ
り１年間の無病息災のご利益をもたらします。

/1７

大鐘家
つるし飾り展〜

/ /１ ５上
旬

上
旬

牧之原市

奥大井ゆめぐり
チケットキャンペーン
日帰り温泉300円引き+スタンプラリー

問川根本町まちづくり観光協会 

川根本町/2 10
〜

星空列車
週末のみ運行

問川根本町まちづくり観光協会

川根本町/2 25
〜

チューリップまつり 吉田町

色とりどりのチューリップが県営吉田公園
を彩ります。会場内には物産販売などの

ブースが並び、期間中の週末にはステージイベ
ントも開催しています。

/3

とても印象的です。

かわね桜まつり 島田市
桜の名所として名高い川根町家山。大井
川鐡道沿いに続く約1キロメートルの道が
桜でうめ尽くされる桜トンネルは最大の見
どころ。その脇をSLが走っている景色は

〜

/

/

３

４

下
旬

上
旬

能満寺山公園夜桜
ライトアップ

吉田町

〜

/

/

３

４

下
旬

上
旬

展望台小山城と能満寺山公園に咲く満開
のソメイヨシノがライトアップされ、昼間
と違った幻想的な桜が楽しめます。

正覚寺大黒祭星まつり 島田市

正覚寺で毎年2月11日に開催される家運
隆昌・商売繁昌などを祈願する「大黒祭」

星の吉凶により幸運を呼んだり厄災を遠ざけた
りする「星まつり」荒行僧による水行式が行わ
れます。	

問観光課 ☎0547-36-7163

/２11

/２４ 牧之原市マラソン大会
第67回 田沼意次 牧之原市

問田沼意次牧之原市マラソン事務局
会場：相良庁舎周辺

相良梅園開園
問相良梅園

/２上
旬

牧之原市

会場：相良梅園

島田市

約1.5ヘクタールほどの土地に、約360本
の梅が植えられており、高台から家山地

区の街並みや野守の池、大井川などが一望でき
ます。見頃は２月上旬から２月下旬頃です。

家山梅園/ 下
旬

上
旬

２

〜

すべらず地蔵尊祈願祭 島田市

「旧東海道金谷坂石畳」長い間旅人の足
元を守ってきた、滑らない山石を敷いた

石畳に因んで、このお地蔵様を「すべらず地蔵尊」
と呼んでいます。安全に・滑らす・転ばず・着
実に進めるようにと、試験合格・健康長寿･家内
安全などを願いお参りする方がたくさん訪れます。

/１

問島田市観光協会 ☎0547-46-2844

14

藤枝市藤枝リバティ駅伝
大井川マラソンコース

/１14

/１28 川根茶を愉しむ会 川根本町

/1 14
吉田町第36回

吉田町駅伝大会

虚空蔵尊ダルマ市
浜当目の弘徳院には、背後の虚空蔵山か
ら遷した虚空蔵菩薩が祀られており、「京

都嵐山」「伊勢朝熊」と並ぶ日本三大虚空蔵尊と
して昔から信仰されています。毎年2月13日、23
日が縁日で、13日は「送りダルマ」、23日は「迎
えダルマ」ともいい、ダルマ市が催され、家内
安全、商売繁盛などを願う人々で賑わいます。

/２23
焼津市

/３３
藤枝市第31回

ふじえだマラソン

藤枝市清水寺観音大縁日/２18

参加費は無料で、一般アマチュア競技者
であればどなたでも参加できます。

お茶の里
ファミリーマラソン

/上
旬

３ 川根本町

牧之原新茶祈願祭・
新茶まつり 問茶業振興協議会

/3 中
旬

牧之原市

会場：茶ぐりん

/2 25 川根茶を愉しむ会 川根本町

藤守の田遊び
千年ほど前の寛和年間に、大井川の治
水と一年の豊作を祈願した農民が奉納し

たといわれます。毎年3月17日の祈年祭に、藤
守の大井八幡宮に田植えから稲刈りにいたる稲
作の所作を表す25番と番外の舞が奉納されます。
この舞は昭和52年に国の重要無形民俗文化財に
指定されました。

焼津市/３17

/３24 川根茶を愉しむ会 川根本町

伊太梅まつり 島田市

梅のまちづくりで知られる伊太のコミュニ
ティが実施する祭り。田園を望む小高い

丘にたくさんの梅が咲きほこる中、様々なアトラ
クションや物販エリアで楽しい１日を満喫できます。

問観光課 ☎0547-36-7163

/２中
旬

「飯淵(はぶち)のお不動さん」として
親しまれ、毎年２月27日、28日に例祭が行われ
ます。本尊で秘仏の不動明王像と本堂の格天井
は焼津市指定文化財です。12年に1度の酉年の
９月には不動明王像がご開帳されます。

長徳寺の例祭 焼津市/２ 2827

藤枝市第46回金比羅山・
瀬戸川桜まつり

/３下
旬

会場：志太河川敷公園・左岸堤

日は参拝客で大賑わいとなります。

水天宮　例大祭 焼津市

祭神は「安徳天皇」。豊漁、海上安全祈
願で漁業者の信仰が厚く、大祭の４月５

/４５

第39回
焼津みなとマラソン
会場：焼津漁港新港

/４７
焼津市

第70回
焼津みなとまつり
会場：焼津漁港内港

/４７
焼津市

第46回
さがら草競馬大会

牧之原市

会場：さがらサンビーチ

/４ 下
旬

/６下
旬 川根茶まつり 川根本町

/4 28 川根茶を愉しむ会 川根本町

/5 26 川根茶を愉しむ会 川根本町

/6 23 川根茶を愉しむ会 川根本町

みどりのオアシスまつり
きれい春の花々に彩られた県営吉田公園
で、花を使ったワークショップや花めぐりス

タンプラリーなどさまざまなイベントが楽しめます。

/４29
吉田町

第30回大井川港朝市
会場：大井川港漁業協同組合魚市場・駐車場

/４29
焼津市

第41回藤まつり 藤枝市
〜

/ /４ ５
中旬 上旬

会場：蓮華寺池公園

凧揚げまつり
揚げるのは、古くから伝わる住吉凧や手
作りのオリジナル凧。凧揚げ教室なども行

われ、凧に親しむことのできる参加型の祭りです。

/5 吉田町下
旬

徳山桜まつり
しだれ桜とソメイヨシノが咲きます。

川根本町
〜

/ /３ ４
上旬下旬

下
旬



T O P I C S
～ こ ん な 動 き が あ り ま し た ～
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Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

安
全
大
会
を
開
催

酷
暑
の
中
、「
道
路
愛
護
運
動
」

に
取
り
組
む

　

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
島
田
地
区
は
、
６

月
14
日
㈬
と
７
月
12
日
㈬
に
島
田
建
設
業
会
館
に
お

い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
「
土
木
工
事
現
場
の
た
め
の
～
基
礎

か
ら
学
ぶ
安
全
衛
生
管
理
～
」
に
つ
い
て
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
７
月
４
日
㈫
に
島
田
市
金

谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
（
夢
づ
く
り
会
館
）
に
お
い

て
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
や
島
田
土
木
事
務
所

次
長
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、「
令
和
５
年
度
島

田
地
区
建
設
業
労
働
災
害
防
止
安
全
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
会
員
か
ら
募
集
し
た
安
全
標
語
の
優
秀
作

品
の
表
彰
を
行
い
、
続
い
て
参
加
者
全
員
が
安
全
の

誓
い
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
の
木
下
第
二
方

面
主
任
監
督
官
に
よ
る
「
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災

害
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
、
山
本
災
防
委

員
長
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
研
修
、
島
田
土
木
事
務

所
大
塚
検
査
監
に
よ
る
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

８
月
の
「
道
路
愛
護
月
間
」
に
は
、
市
町
や
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
道
路
愛
護
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
も
、
会
員
が
道
路
除
草
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
清
掃
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
酷
暑
の
中
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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県
交
通
基
盤
部
と
地
区
建
設
業
協
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　

８
月
30
日
㈬
に
県
交
通
基
盤
部
の
太
田
参
事（
建
設
産
業
・

人
材
育
成
担
当
）、
水
野
建
設
経
済
局
技
監
等
と
正
副
会
長

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
県
か
ら
働
き
方
改
革
や
災
害
対
応
の

環
境
整
備
要
望
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
、
そ
の
後
、

協
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。

親
子
現
場
見
学
会
を
開
催

　

子
供
た
ち
に
建
設
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
た
「
親
子
現
場
見
学

会
」
を
４
年
ぶ
り
に
８
月
３
日
㈭
に
開
催
し
、
国
道
１
号
藤

枝
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
工
事
現
場
、
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
、

日
本
平
夢
テ
ラ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

藤
枝
バ
イ
パ
ス
で
は
、
発
注
者
の
静
岡
国
道
事
務
所
や
施

工
者
の
飛
島
建
設
㈱
の
職
員
か
ら
潮
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
概
要

や
進
捗
状
況
、
事
業
効
果
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

ト
ン
ネ
ル
最
先
端
部
ま
で
の
工
事
現
場
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
重
機
の
乗
車
体
験
や
ト
ン
ネ
ル
実
験
を
交
え
た
説
明
な

ど
大
変
楽
し
く
勉
強
出
来
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
丁
寧
な
ご
対
応

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土
木
工
事
現
場
技
術
発
表
会
を
開
催

　

島
田
建
設
業
協
会
と
静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
島
田

地
区
は
、
９
月
15
日
㈮
に
島
田
建
設
業
会
館
に
お
い
て
「
令

和
５
年
度	

土
木
工
事
現
場
技
術
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
の
朝
倉
会
長
挨
拶
の
後
、
島
田
土
木
事
務
所
の
内

山
所
長
と
焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
の
八
木
所
長
の
講
演
が
行

わ
れ
、
講
師
か
ら
は
、
県
の
事
業
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
７
名
の
技
術
者
が
担
当
し
た
工
事
に
お
い

て
工
夫
し
た
点
、
３
Ｄ	

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
工

事
事
例
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。



交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

島
田
土
木
事
務
所
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
９
月
21
日
㈭
か
ら
30
日

㈯
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事
故
ゼ
ロ
へ
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
当
協
会
も
地
域
と
連
携
し
て
こ
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
運
動
期
間
中
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
の

掲
示
や
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
㈬
に
島
田
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
同
様
、
参
加
者
は
最
小
限
と
し
、
土
木
事
務
所
か

ら
は
内
山
所
長
、
塩
澤
次
長
ほ
か
幹
部
職
員
が
、
協
会
か
ら

は
正
副
会
長
と
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
協
会
が
提
出
し
た
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
、

土
木
事
務
所
と
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
や
意
識
の
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

　

島
田
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
に
引
き
続
き
、
同
日

９
月
27
日
㈬
に
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
か
ら
は
増
田
所
長
、
松
村
農
山
村

整
備
部
長
ほ
か
幹
部
職
員
が
、
協
会
か
ら
は
正
副
会
長
と
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
農
林
事
務
所
及
び
協
会
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の

意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
、
相
互
に
意
見
交
換
を
行
い
、
情

報
や
意
識
の
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
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高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

　

島
田
工
業
高
校
２
年
生
の
建
築
科
37
名
、
都
市
工
学
科
27

名
の
計
64
名
の
生
徒
が
、
10
月
17
日
㈫
か
ら
19
日
㈭
ま
で
の

３
日
間
、
会
員
会
社
13
社
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

建
設
現
場
実
習
・
就
業
体
験)
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、熟
練
技
術
者
等
の
指
導
の
も
と
、様
々

な
作
業
に
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
４
回
目
の

「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

　

11
月
15
日
㈬
に
島
田
労
働
基
準
監
督
署
及
び
島
田
土
木
事

務
所
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
安
全
指
導
者
ほ
か
20

名
が
９
つ
の
指
導
工
事
現
場
に
分
か
れ
、
各
現
場
に
お
い
て

安
全
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

榛
南
地
区
で
は
、
牧
之
原
市
内
の
勝
間
田
川
大
規
模
特
定

河
川
対
策
（
仮
設
道
路
工
）
の
現
場
を
訪
れ
、
重
機
の
搬
入

経
路
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
資
格
者
証
、
掲
示
物
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

島
田
工
業
高
校
生
の
工
事
現
場
見
学
・

研
修
会
を
開
催

　

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
島
田
地
区
は
、
11
月
21
日

㈫
に
島
田
工
業
高
校
都
市
工
学
科
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
工

事
現
場
見
学
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
校
２
年
生
36
名
と
技
士
会
７
名
の
計
43
名
が

大
井
川
港
海
岸
堤
防
改
良
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
生
徒
・
施
工
業
者
・
技
士
会
意
見
交
換
会
で
は
、
生

徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
、
先
輩
技
術
者
か
ら
の
お
話
を

伺
っ
た
り
と
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
第
５
・
６
回
目
を

開
催

　

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
当
協
会
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
る

目
的
で
、
有
志
に
よ
る
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
第
５
回
目
を

６
月
16
日
㈮
に
、
第
６
回
目
を
12
月
１
日
㈮
に
、
静
岡
カ
ン

ト
リ
ー
島
田
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
倉
会
長
は
じ
め
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、
会
員

間
の
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

建
設
現
場
で
働
く
優
れ
た
建
設
技
術
、
技
能
労
働
者
に
贈

ら
れ
る
知
事
表
彰
を
当
協
会
か
ら
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、

９
月
５
日
㈫
に
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
建
設
産
業
構
造
改
善
推
進
の
つ
ど
い
」
の
席
上
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
井
　
啓
祐　
　

大
河
原
建
設
㈱（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）

　

大
石
　
達
哉　
　

㈱
山
田
組
（
前
列
右
か
ら
２
人
目
）

令
和
５
年
度
静
岡
県
優
秀

施
工
者
知
事
表
彰
を
受
賞

令
和
５
年
度
静
岡
県
優
良

建
設
工
事
表
彰
を
多
数
の

協
会
員
が
め
で
た
く
受
賞 

　

令
和
５
年
度
静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰
者
が
決
定
し
、

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
優
良
工
事
や
優
良
技
術
者
等
の
当
協

会
員
が
多
数
受
賞
し
ま
し
た
。
部
長
表
彰
は
９
月
７
日
㈭
に

静
岡
市
の
し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
」
で
、
所
長

表
彰
は
各
事
務
所
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
基
盤
部
長
表
彰
（
土
木
）

・
優
良
技
術
者
部
門

　
　

杉
本　

浩
平（
大
豊
・
大
石
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
）

・
安
全
工
事
部
門

　
　

㈱
特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト

島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰

・
優
良
工
事
部
門　
　

㈱
エ
コ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石
建
設
㈱

・
優
良
技
術
者
部
門　

吉
田　

辰
弥　

㈱
丸
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
須
賀　

学　

㈱
山
田
組

・
安
全
工
事
部
門　
　

㈱
山
田
組

・
地
域
貢
献
部
門　
　

㈱
エ
コ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
丸
紅

・
維
持
管
理
部
門
　　

㈱
原
川
土
木

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
表
彰

・
優
良
工
事
部
門
　　

三
村
建
設
㈱

・
安
全
工
事
部
門
　　

徳
山
建
設
㈱

御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長
表
彰

・
優
良
工
事
部
門　
　

大
石
建
設
㈱

・
優
良
技
術
者
部
門　

水
野　

貴
斗　

大
石
建
設
㈱

17広報誌創るVol.167



災害防止への取り組み

労
働
災
害
防
止
に
貢
献
し
た
個
人
、

事
業
場
が
栄
え
あ
る
受
賞

　

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
長
き
に
わ
た
り
貢
献
し
た
当
協
会
員
が
、

建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
㈮

「
第
50
回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会
」
静
岡
労
政
会
館

建
災
防
静
岡
県
支
部
長
表
彰

　
事
業
場
賞　

㈱
杉
山
工
務
店
、
㈱
鈴
木
土
建

　
事
業
者
賞　

㈱
新
村
組　

推
薦
元　

㈱
橋
本
組

　
功 

労 

賞　

田
﨑　

弘
幸　

㈱
田
崎
組

　
功 

績 

賞
　
小
泉　

雄
弘　

㈱
橋
本
組
、
杉
浦　

康
之　

㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ

　
職 

長 

賞　

小
澤　

貴
史　

㈱
柳
澤
組

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
「
も
の
づ
く
り
」
に
直
接
従
事
し
、
特
に
優
秀
な
技

能
・
技
術
を
持
つ
方
を
顕
彰
す
る
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
」（
建
設

マ
ス
タ
ー
）
と
、
す
ぐ
れ
た
青
年
建
設
現
場
従
事
者
を
顕
彰
す
る
「
青
年
優
秀
施

工
者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）
に
つ
い
て
、

当
協
会
か
ら
２
名
の
方
が
顕
彰
さ
れ
、
顕
彰
式
が
11
月
21
日
㈫
に
東
京
の
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

建設マスター
鈴木　玲彦
大河原建設㈱

建設ジュニアマスター
赤松　哲也
大石建設㈱

令
和
５
年
度
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」、

「
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」
を
受
賞
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　日頃は、建災防パトロールにご理解、ご協力頂き誠にありがとうございます。
　建設現場では、「安全」と「安心」は別物です。安心するかどうかは人それぞれ、周りから見て安全とは思えなくても、
その人にとっては安心ということでしょう。安心には、あまり根拠がありません。なくてもかまわないことです。しかし、
安全は個人が納得すれば良いというものではありません。誰もが納得できる設備等を整備し、対策を採るなど、説得力が
必要です。
　ところで、「安全」とは何か？、怪我をしない事・事故がない事・危なくない事・・・いろいろな考えが返ってきます。
返答が「〇〇がないこと」と、つまり結果論です。現場パトロールで、「事故のないようにお願いします。」などというこ
とがあります。結果論的な話は簡単です。現に起きたことに対して、物言えばよいからです。「安全」とは全て、事故が
起きる前に考えることです。
　安全の定義が実は国際的に決まっています。「受け入れ不能なリスクがない事」と言っています。現場は、「受け入れ可
能なリスクを含んだうえで、安全」と言っています。どの作業においても事故が起こらないなんて、言えません。リスク
とは、発生に関する可能性の度合いという意味合いです。ヒヤリ・ハットは、アッ！危ない！おっとラッキーと回避が成
功した事例です。回避が失敗した場合は、ヒヤリハットから災害事例となります。災害が発生した時点でリスクから事実
に代わります。リスクを見つけ出すことはなかなか大変な作業だと思います。危険感受性で、危険を危険と思ってない状
態では作業員本人がそう思っていないのだから、周りがいくら危ないと思っていても難しい事です。本人が危険だと思わ
ないものは、危険ではないのですから予知できません。今までの考え方では、本人が危険と思わないから、それはすべて
が安心なのではないか。
　しかし、少しでも現場作業でのリスクを小さくすること
を全員で考えましょう。安全衛生活動には全員が参加し、
全員から意見が出るように、和やかな環境を創り上げましょ
う。職長さん、そして現場で働く皆さん、「安全」な作業所
を目指し頑張りましょう。
　皆さん「ご安全に！」災防委員　㈱丸川組　北村　泰士



日の出前、胸弾ませて出港！
朝焼けの大海原　行き交う漁船　大漁をねがって

表
紙
解
説

●理事会
　第２回理事会　８月23日㈬　当協会
　　◦県協会女性部会準備会地区協会委員の推薦　ほか
　第３回理事会　10月31日㈫　当協会
　　◦役員改選等今後の主要日程　ほか
●正副会長会議
　第４回会議　８月23日㈬　当協会
　　◦今後の主要行事日程の調整　ほか
　第５回会議　10月31日㈫　当協会
　　◦今後の主要行事日程の調整　ほか
　第６回会議　12月12日㈫　当協会
　　◦各種表彰候補者の選定　ほか
●総務委員会
　夏の交通安全県民運動への参加
　　◦７月11日㈫～ 20日㈭
　秋の全国交通安全運動への参加
　　◦９月21日㈭～ 30日㈯　
　年末の交通安全県民運動への参加
　　◦12月15日㈮～ 31日㈰
●広報委員会
　第３回会議　10月２日㈪　当協会
　　◦167号の企画
　第４回会議　12月８日㈮　島田市内
　　◦167号の校正
　視察研修　11月10日㈮～ 11日㈯　北陸金沢・長浜・加賀
●労務委員会
　親子現場見学会　８月３日㈭
　　◦国道１号藤枝バイパス４車線化工事現場　参加者39名
●土木・建築委員会
　高校生のインターンシップ受入れ　10月17日㈫～ 19日㈭
　　◦島田工業高校２年生　64名
　静岡県優良建設工事表彰式
　　９月12日㈫　御前崎港管理事務所
　　９月19日㈫　志太榛原農林事務所
　　９月22日㈮　島田土木事務所
　島田土木事務所との意見交換会
　　９月27日㈬　島田土木事務所
　志太榛原農林事務所との意見交換会
　　９月27日㈬　志太榛原農林事務所

●環境・災害対策委員会
　道路愛護運動への参加
　　◦６月～９月
　防災訓練等
　　◦特定家畜伝染病防疫研修会　７月25日㈫　WEB
　　◦県協会による情報伝達訓練　８月25日㈮　全会員
　　◦災害情報システムを活用した情報収集・共有訓練
　　　島田土木事務所　　　８月23日㈬～ 28日㈪　全会員
　　◦災害応急対策協力者の出動要請・応諾訓練
　　　焼津漁港管理事務所　９月１日㈮　関係会員
　　　島田土木事務所　　　９月５日㈫　全会員
　　　御前崎港管理事務所　９月８日㈮　関係会員
　　◦中部幹線道路協議会道路啓開初動対応訓練
　　　　10月10日㈫　関係会員
　　◦災害対策用機械操作訓練
　　　静岡国道事務所、静岡河川事務所主催（安倍川河川敷）
　　　　10月18日㈬　全会員
　　◦特定家畜伝染病防疫演習　10月19日㈭　富士宮市内
●建災防島田分会
　島田地区建設業労働災害防止安全大会
　　７月４日㈫　夢づくり会館
　第60回全国建設業労働災害防止大会
　　10月５日㈭～６日㈮　広島県立総合体育館等（WEB同時）
　静岡県支部建設業労働災害防止安全大会
　　10月27日㈮　静岡労政会館
　安全指導者研修会　12月15日㈮　静岡労政会館
　安全パトロール
　　◦７月20日㈭　５地区
　　◦９月12日㈫　５地区
　　◦11月15日㈬　５地区
　　◦12月14日㈭　５地区
●各種行事等
　交通誘導安全講習会（県協会主催）
　　７月４日㈫～５日㈬　静岡労政会館
　島田工業高校生徒との研修会（技士会主催）
　　11月21日㈫　大井川港管理事務所
　　　　　　　　大井川港海岸堤防改良工事現場
●今後の予定
　新年賀詞交歓会　令和６年１月12日㈮　藤枝四川飯店
　令和５年度第２回総会　令和６年３月12日㈫
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